
　

北
部
土
木
事
務
所
で
は
、
子

ど
も
た
ち
が
安
全
に
道
路
を

移
動
で
き
る
よ
う
、
保
育
園
周

辺
等
の
危
険
性
が
あ
る
場
所

に
お
い
て
、
横
断
防
止
柵
や
ポ

ー
ル
の
設
置
・
路
側
帯
の
整
備

等
の
安
全
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

保
育
園
や
学
校
等
の
周
辺

を
車
や
バ
イ
ク
で
走
る
と
き

北
部
土
木
事
務
所
で
す

こ
ん
に
ち
は

子
ど
も
た
ち
を
交
通

事
故
か
ら
守
る

安全対策の取組事例

国
民
健
康
保
険
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度

か
ら
の
お
知
ら
せ

上
京
区
地
域
介
護

予
防
推
進
セ
ン
タ
ー

各
種
教
室
の
ご
案
内

就
職
、引
越
し
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

国
保
の
届
出
も
お
忘
れ
な
く
。　

　

次
の
よ
う
な
と
き
は
国
保
の

届
出
が
必
要
で
す
。
該
当
し
た

と
き
か
ら
14
日
以
内
に
保
険
年

金
課
へ
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

職
場
の
健
康
保
険
や
国
保
組

合
を
辞
め
た
、
あ
る
い
は
入

っ
た
と
き
。

● 

市
内
に
転
入
す
る
、
あ
る
い

は
市
外
及
び
国
外
に
転
出
す

る
と
き
。

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
引
落

し
）
の
方
へ

　

令
和
２
年
２
月
に
平
成
31
年

健
口
塾

日
時　

４
月
〜
６
月
の
第
３

火
曜
日
の
全
３
回
（
14
時
〜

15
時
30
分
）

場
所　

小
川
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム

内
容　

お
口
の
元
気
体
操
、

お
口
の
機
能
と
介
護
予
防
に

つ
い
て
の
講
話  

等

参
加
費　

500
円
（
360
度
歯
ブ

ラ
シ
代
）

定
員　

10
名
程
度

※
区
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

方
が
対
象
。
要
予
約
。

問
＝
上
京
区
地
域
介
護
予
防

推
進
セ
ン
タ
ー
（
京
都
市
小

川
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
内
）

（
☎
417
・
４
７
０
７
）

度
（
令
和
元
年
度
）
分
の
保
険

料
を
特
別
徴
収
に
よ
り
納
め
て

い
た
だ
い
て
い
る
方
は
、
原
則

と
し
て
、
令
和
２
年
度
分
の
保

険
料
も
引
き
続
き
特
別
徴
収
に

よ
り
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

４
月
、
６
月
、
８
月
の
各
月

は
、
令
和
２
年
２
月
と
同
額
を

特
別
徴
収
に
よ
り
納
め
て
い
た

だ
き
（
仮
徴
収
）、
国
保
は
６

月
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

は
７
月
に
決
定
す
る
年
間
保
険

料
の
額
か
ら
仮
徴
収
額
を
除
い

た
額
を
10
月
、
12
月
、
翌
年
２

月
の
３
回
に
分
割
し
て
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
＝
保
険
年
金
課
（
資
格
担
当
）

（
☎
441
・
５
１
３
０
）

　４月からの新生活に向け、期待
感で胸を躍らせて、身の回りの準
備をされている方が多くいらっ
しゃいます。しかし、新生活は「住む
場所」、「学ぶ場所」、「仕事をする場
所」等、多くの変化が出てきます。
　万が一、災害等が発生した場合
に備えて、次の３つのことを把握
していただき、安心安全の確保に
努めましょう！

～チェックシート～
□ 119番通報をする際、
住居や職場などの住
所を正しく伝えるこ
とができるか。
□ 消火器やＡＥＤが設置
されている場所はわか
るか。
□ 迷わずに避難できるか。

上京消防署（☎431-1371、FAX414-1999）
〒602-8031上・釜座通下立売下る

 上京消防署 検索

安心安全な新生活を迎えるために

　

住す

み
慣な

れ
た
地ち

域い
き

で
あ
ん
し

ん
し
て
自じ

　
り
つ立
し
た
生せ

い

活か
つ

が
送お

く

れ

る
よ
う
に
、
社し

ゃ

会か
い

福ふ
く

祉し

協
き
ょ
う

議ぎ

会か
い

が
お
手て

伝つ
だ

い
す
る
事じ

業
ぎ
ょ
う

で
す
。

「
日に

ち

常じ
ょ
う

生せ
い

活か
つ

自じ
　
り
つ
　
し
　
え
ん

立
支
援

事じ
　
ぎ
ょ
う業
」

〜
く
ら
し
の
”
あ
ん
し
ん
“

を
応お

う

援え
ん

〜

問
＝
上
京
区
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
431
・
０
８
１
５
、　

432
・

９
５
３
６
）

FAX

だ
れ
が
つ
か
え
る
の
？

ど
う
す
れ
ば
つ
か
え
る
の
？

自じ

分ぶ
ん

で
判は

ん

断だ
ん

す
る
こ
と
が
不ふ

安あ
ん

な
方か

た

や
、
お
金か

ね

の
や
り
く

り
や
支し

払は
ら

い
、
役や

く

所し
ょ

等な
ど

に
出だ

す
書し

ょ

類る
い

の
手て

続つ
づ

き
等な

ど

に
困こ

ま

っ

て
い
る
人ひ

と

が
使つ

か

え
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

①
ま
ず
、
社し

ゃ

会か
い

福ふ
く

祉し

協
き
ょ
う

議ぎ

会か
い

に
申も

う

し
込こ

ん
で
く
だ
さ
い
。

②
社し

ゃ

会か
い

福ふ
く

祉し

協
き
ょ
う

議ぎ

会か
い

の
専せ

ん

門も
ん

員い
ん

が
困こ

ま

っ
て
い
る
こ
と
や
希き

望ぼ
う

を
お
聞き

き
し
、
一い

っ

緒し
ょ

に
支し

援え
ん

内な
い

容よ
う

を
考

か
ん
が

え
ま
す
。

③
手て

伝つ
だ

っ
て
も
ら
い
た
い
と

思お
も

っ
た
ら
、
支し

援え
ん

内な
い

容よ
う

を
決き

め
て
、
社し

ゃ

会か
い

福ふ
く

祉し

協
き
ょ
う

議ぎ

会か
い

と

契け
い

約や
く

し
ま
す
。
お
金か

ね

が
か
か

る
場ば

合あ
い

も
あ
る
の
で
、
確か

く

認に
ん

し
て
き
め
ま
し
ょ
う
。

ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
支

援
給
付
金
等
に
つ
い
て

　

京
都
市
で
は
、
ひ
と
り
親
家

庭
の
就
業
に
向
け
た
能
力
開

発
の
取
組
に
給
付
金
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

※
①
、
②
は
所
得
制
限
あ
り
。

① 

自
立
支
援
教
育
訓
練

給
付
金

対
象　

ひ
と
り
親
家
庭
の
親

で
厚
生
労
働
大
臣
指
定
教
育

訓
練
講
座
の
受
講
者

給
付
額　

受
講
費
用
の
60
％

（
１
万
２
千
〜
20
万
円
）

申
請
時
期　

受
講
開
始
前

② 

高
等
職
業
訓
練
促
進

給
付
金
等

対
象　

ひ
と
り
親
家
庭
の
親

で
資
格
取
得
の
た
め
指
定
機

関
で
１
年
以
上
の
課
程
を
修

業
す
る
方
（
看
護
師
、
准
看
護

師
、
介
護
福
祉
士
、
保
育
士
、

作
業
療
法
士
、
理
学
療
法
士
、

歯
科
衛
生
士
、
歯
科
技
工
士
、

視
能
訓
練
士
、
言
語
聴
覚
士
、

製
菓
衛
生
師
、
調
理
師
）

給
付
額　
【
非
課
税
世
帯
】
月

額
10
万
円
と
修
了
時
５
万
円

【
課
税
世
帯
】
月
額
７
万
500
円

と
修
了
時
２
万
５
千
円

申
請
時
期　

受
講
開
始
後

※
申
請
日
の
属
す
る
月
以
降

の
分
か
ら
支
給
。

③ 

高
等
職
業
訓
練
促
進

資
金
貸
付

対
象　

②
を
活
用
し
て
養
成

機
関
に
在
学
し
て
い
る
ひ
と

り
親

貸
付
額
（
上
限
）　

入
学
時
50

万
円
、
就
職
時
20
万
円

利
子　

連
帯
保
証
人
が
い
る

方
は
無
利
子
、
い
な
い
方
は

１
％

申
請
時
期　

受
講
開
始
前

※
課
程
を
修
了
し
、
資
格
取
得

後
１
年
以
内
に
就
職
し
、
府
内

で
資
格
が
必
要
な
業
務
に
５

年
間
従
事
し
た
場
合
は
返
還

不
要
。

④ 

高
等
学
校
卒
業
程
度

認
定
試
験
合
格
支
援

対
象　

ひ
と
り
親
家
庭
の
親

又
は
児
童
で
試
験
合
格
講
座

の
受
講
者

支
援
額　

受
講
費
用
の
20
％

（
受
講
修
了
時
）
と
40
％
（
合

格
時
）

※
上
限
は
合
算
し
て
15
万
円

申
請
時
期　

受
講
開
始
前

問
＝
子
ど
も
は
ぐ
く
み
室
（
子

育
て
推
進
担
当
）（
☎
441
・
５

１
１
９
、
３
階
32
番
窓
口
）

は
、
子
ど
も
た
ち
に
十
分
注
意

し
、
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
す
等
、

交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

問
＝
北
部
土
木

事
務
所
（
☎
492

・
３
１
１
１
）

問＝ 健康長寿推進課（健康長寿推進担当）
（☎441-2872､ 2階㉗番窓口）

健康寿命をのばす「　　　　　  」
◆◆◆◆◆ フレイル予防 ◆◆◆◆◆

お も て な し

　「　　」仲間をつくろう
　「　　」趣味をもとう
　1日1回以上は外出し、人との会話
を楽しみましょう！人とのつながり
や、社会参加がフレイル予防につな
がります。
　「おもてなし」の説明カードを右記
窓口で配布中です。

な

し

　令和２年度より、毎月第１火曜日
に区総合庁舎において「空き家相談
員※」による不動産（空き家等）活
用相談窓口を開設します。（５月、11
月は休会。）
　現在のお住まいや所有する空き家等
の活用についてご相談いただけます。
※「空き家相談員」は京都市の研修を
受講し登録された不動産事業者です。

日時　 ４月７日（火）
13:30～15:00

受付　 区総合庁舎１階①番窓口
※先着順、１組30分程度

問＝ 都市計画局まち再生・創造推進室
空き家対策担当（☎222-3503）

空き家等相談窓口を開設します 無料

健康寿命をのばすおもてなしカード

（３）　令和２年３月１５日　　第２９１号　　 市　民　し　ん　ぶ　ん　上京区版
自治会・町内会に入って住みよいまちに
京都市は、自治会・町内会を応援しています


